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 横手盆地東縁断層は，横手盆地と脊梁山地の境界に位置する逆断層で，陸羽地震の時（1896 年）に活動し，

地表に断層崖や撓曲崖を形成した．その崖線は，大局的には山麓線を縁取るように湾曲するものであった．このよ

うなトレースの湾曲は，脊梁山地東麓の逆断層（北上低地西縁断層帯など）でも見られる．北上低地西縁断層は，

新第三紀に形成された正断層が逆断層に転じたインバージョンで，正断層の形状を受け継いでいるとも考えられる．

これに対して，横手盆地東縁断層は，第四紀の直前頃（約 2.4Ma）から東西圧縮応力場のもとで，新たに生じた断

層と考えられている（佐藤・平田，1998）．断層線のこのような湾曲形態は，地下の断層形態・発達の違い，特に

断層フロントの前進（生長）段階での違いを表しているのではないかと考えられる． 

 陸羽地震の時の地表地震断層を，崖線の不連続部や走向の変化に注目すると，北から白岩断層，太田断層，

千屋断層（狭義）の 3つに分けられる（松田ほか，1981）．このうち白岩断層と千屋断層は，山地（中新世）前面

に広がる丘陵地（鮮新～更新世）と平野（更新～完新世）の境界に位置し，盆地側に張り出すが，太田断層が，山

地側に湾入し，平野と山地が直接する場所に位置するために，断層線が湾曲する．しかし，太田断層はすでに平野

側に前進する兆しがあり，陸羽地震時に白岩断層に向かって，平野側に雁行しながら新たな断層を生じた．一方，

千屋断層や白岩断層では，山地と丘陵の境界付近の断層は，すでに活動が止まりつつある．1996 年には千屋丘陵

を横断する反射法地震探査では，千屋丘陵の地下構造とその発達史が鮮明になった（Sato, et. al., 1998）．そこ

で千屋丘陵下の構造が，千屋丘陵の北側の，断層フロント生長準備段階にある太田断層に向かってどのように変化

するのか，1996 年の測線と平行する測線を設け，これらの地下断面を重ねることによって，その構造を解明しよ

うと試みた．  

 2003 年の探査は千屋断層と太田断層の境目の構造の解明をねらいとして行い，その結果，太田断層西の撓曲

部下では，顕著な断層構造は見られなかった．しかし，太田断層より盆地側へ分岐してフラットアンドランプをな

す断層構造が 0.4sec 付近まで認められ，地表部では，わずかな撓曲が，太田断層の断層線より盆地側に認められ

た．このことから，太田断層においても，千屋断層と同様に断層の前進過程が始まりつつあると判断される． 

 2004 年の探査では，千屋断層の走向変化と上盤の副次断層を解明することをねらいとし，明瞭な撓曲崖が認

められる運上野において真昼川に沿う約 2.6km の測線を設定した．震源は東京大学地震研究所所有の Minivib（IVI 

社製）を使用し，スィープ周波数は 10-100Hz とした．これらの地震波形は，デジタルテレメトリーシステム JGI 

GDAPS-4A を用い，260 チャネルで収録した．使用した受振器は 10Hz（9 個組）で，受振点間隔は 5m（一部 10m） で

ある．反射法のデータ解析は，共通反射点重合法を用い，反射法解析用ソフト Super X で解析した．静補正は

Time-term 法を用いた．本発表では，2004 年の探査結果を示すとともに，これまでの探査結果をふまえ，横手盆

地東縁断層帯（千屋断層）の活構造が 3次元的にどう解釈されるのか示す． 

-------------- 

 *2004 年探査参加者（追加）：神田聡史（岩手大学），小田晋（東大・院），宇野智樹・森泉俊行（千葉大学・

院），佐藤良（（株）ジオシス） 


